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序
章
（
土
田
）
冒
頭
に
記
す
よ
う
に
、
本
書
は
、
首
都
圏
形
成
史
研
究

会
小
委
員
会
「
首
都
圏
災
害
史
研
究
会
」
に
よ
る
「
関
東
大
水
害
」
に
関

す
る
論
文
集
で
あ
る
。
関
東
地
方
の
近
代
史
を
、
個
別
自
治
体
の
枠
を
超

え
て
、
同
地
方
が
「
首
都
圏
」
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
く
過
程
に
関
心
を

寄
せ
て
横
断
的
研
究
を
目
指
す
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
は
、
二
〇
一
六
年

九
月
、
首
都
圏
災
害
史
の
体
系
化
を
目
指
し
て
小
委
員
会
「
首
都
圏
災
害

史
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
は
本
書
の
編
者
三
名
で
あ

り
、
書
籍
（
首
都
圏
史
叢
書
）
と
し
て
の
最
初
の
集
団
研
究
成
果
が
、

一
九
一
〇
年
八
月
の
関
東
大
水
害
を
対
象
と
し
た
こ
の
書
で
あ
る
（
集
団

研
究
の
経
緯
は
、「
終
章
」（
吉
田
）
に
詳
し
い
）。

　

な
ぜ
、最
初
の
集
団
研
究
テ
ー
マ
が
、「
忘
れ
ら
れ
た
」（
本
書
副
題
）「
関

東
大
水
害
」
な
の
か
。
序
章
は
、「
同
水
害
が
戦
前
期
に
お
け
る
最
大
規

模
の
水
害
で
あ
り
、
首
都
で
あ
る
東
京
も
広
範
に
わ
た
っ
て
浸
水
し
」、

か
つ
、
こ
の
大
水
害
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
長
期
計
画
に
よ
る
国
家
直
轄

事
業
と
し
て
全
国
主
要
河
川
の
治
水
事
業
が
始
動
し
、
東
京
で
は
、
隅
田

川
の
水
を
東
に
迂
回
さ
せ
る
荒
川
放
水
路
の
開
削
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

な
ど
全
国
的
な
治
水
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
全
体
像
が
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
故
と
記
す
。
そ
し
て
、
そ
の
全
体

像
の
解
明
と
は
、
災
害
対
策
が
府
県
な
ど
行
政
区
画
を
超
え
て
連
携
を
促

す
側
面
か
ら
の
首
都
圏
形
成
論
、
あ
る
い
は
、
防
災
・
災
害
救
援
な
ど
を

通
じ
た
諸
災
害
相
互
の
関
係
性
を
組
み
込
ん
だ
首
都
圏
災
害
史
の
体
系
化

に
繋
が
る
と
展
望
す
る
。

　

本
集
団
研
究
（
執
筆
陣
10
名
）
は
、
三
部
構
成
を
と
り
、
第
一
部
は
関

東
大
水
害
と
東
京
と
の
関
係
を
扱
う
。
第
１
章
「
関
東
大
水
害
時
の
罹
災

者
救
護
活
動
─
東
京
府
・
市
の
活
動
を
中
心
に
」（
西
村
）
は
、
罹
災
者

収
容
施
設
の
な
い
郡
部
の
罹
災
者
救
護
の
た
め
に
市
内
で
開
設
し
た
救
護

所
の
活
動
、市
内
二
〇
万
人
に
及
ぶ
罹
災
者
救
護
に
当
た
っ
た
東
京
市（
主

と
し
て
、
下
谷
・
浅
草
・
本
所
・
深
川
の
四
区
）
の
活
動
、
仏
教
界
や
医

療
団
体
な
ど
民
間
の
救
護
活
動
を
紹
介
す
る
第
一
部
の
総
括
的
論
文
で
あ

る
。
小
学
校
や
寺
院
が
救
護
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
収
容
者
の
自

主
的
な
規
律
化
（
運
営
、
食
事
、
起
床
就
寝
）
が
促
さ
れ
、
伝
染
病
予
防

の
た
め
の
衛
生
対
策
重
視
を
見
て
取
れ
る
。
第
２
章
「
関
東
大
水
害
と
軍

〔
書
評
〕

土
田
宏
成
・
吉
田
律
人
・
西
村
健
編
著

『
関
東
大
水
害

─
忘
れ
ら
れ
た
１
９
１
０
年
の
大
災
害
』

荒
川
章
二
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隊
─
海
軍
の
救
護
活
動
を
中
心
に
」
で
は
、
す
で
に
自
身
の
著
書
『
軍
隊

の
対
内
的
機
能
と
関
東
大
震
災
』
で
関
東
大
水
害
時
の
陸
軍
の
救
護
活
動

を
分
析
し
た
吉
田
が
、
陸
軍
と
並
ん
で
水
難
救
護
に
出
動
し
た
海
軍
の
救

護
活
動
を
紹
介
す
る
。
内
務
省
と
連
携
し
た
異
例
の
災
害
出
動
で
あ
り
、

救
援
は
各
河
口
部
捜
索
だ
け
で
な
く
、
市
内
で
の
炊
き
出
し
や
郡
部
で
の

救
援
活
動
に
も
及
ん
だ
。
第
３
章
「
水
害
常
襲
地
帯
の
明
治
─
荒
川
右
岸

無
堤
防
地
帯
と
関
東
大
水
害
」（
鈴
木
智
行
）
は
、
東
京
府
内
北
豊
島
郡

志
村
（
無
堤
防
地
帯
）
を
対
象
に
、
関
東
大
水
害
を
機
に
し
て
、
旧
来
の

減
災
的
災
害
対
策
が
破
綻
し
、
放
水
路
・
堤
防
設
置
を
含
む
荒
川
防
災
事

業
の
質
的
転
換
が
起
こ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
第
４
章
「
南
足
立
郡
に
お
け

る
水
害
と
荒
川
放
水
路
の
建
設
」（
佐
藤
貴
浩
）
は
、
府
内
南
足
立
郡
を

事
例
に
、
第
一
章
で
は
詳
細
が
見
え
な
か
っ
た
郡
部
の
被
害
の
実
情
が
、

郡
役
所
・
町
村
行
政
を
支
援
す
る
東
京
府
の
救
援
活
動
と
併
せ
て
示
さ
れ
、

さ
ら
に
災
後
の
治
水
対
策
の
鍵
を
な
し
た
荒
川
放
水
路
建
設
に
伴
う
問
題

点
に
触
れ
る
。
評
者
も
、
自
治
体
史
で
は
あ
る
が
、
狩
野
川
放
水
路
開
削

に
至
る
明
治
初
年
以
来
約
一
世
紀
の
動
向
を
、
開
鑿
対
象
で
あ
っ
た
江
間

村
（
静
岡
県
田
方
郡
）
を
軸
に
政
治
社
会
史
的
に
追
跡
し
た
こ
と
が
あ
る

（『
伊
豆
長
岡
町
史　

下
巻
』
二
〇
〇
五
年
）。
放
水
路
開
鑿
を
含
む
狩
野

川
治
水
実
現
運
動
の
本
格
的
展
開
の
契
機
は
、
や
は
り
一
九
一
〇
年
八
月

の
大
洪
水
で
あ
っ
た
。
な
お
、
関
東
大
震
災
で
は
、
故
な
く
殺
害
さ
れ
た

人
々
の
現
場
と
し
て
、
荒
川
放
水
路
建
設
に
関
わ
る
証
言
が
多
数
見
ら
れ

る
。
こ
の
関
東
大
水
害
研
究
が
関
東
大
震
災
の
前
史
的
研
究
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
（
序
章
）、
長
期
間
に
わ
た
っ
た
荒
川
放

水
路
建
設
は
、
両
者
の
結
節
点
の
一
つ
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
部
「
被
災
各
県
の
諸
相
」
は
、「
諸
相
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
京

府
以
外
の
関
東
各
地
域
（
山
梨
・
長
野
を
含
む
）
の
被
害
と
救
援
の
様
相

に
つ
き
、
交
通
や
情
報
、
記
憶
な
ど
の
視
点
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
描
く
。
第

５
章
「
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流
地
帯
（
北
埼
玉
郡
）
の
被
災
情
報
─
旧

伊
勢
御
師
宛
書
簡
を
手
が
か
り
に
」（
谷
口
裕
信
）
は
、
伊
勢
講
と
の
関

係
で
北
埼
玉
郡
の
被
害
状
況
を
見
、
そ
の
視
線
は
、
被
災
者
の
北
海
道
移

住
や
選
挙
権
資
格
喪
失
問
題
な
ど
に
も
及
ぶ
。
第
６
章
「
関
東
大
水
害
時

の
鉄
道
被
害
と
復
旧
─
山
梨
県
域
を
中
心
に
」（
高
野
宏
峰
）
は
、
交
通

被
害
の
詳
細
、
鉄
道
寸
断
の
影
響
と
と
も
に
、
仮
乗
車
場
の
設
置
な
ど
復

旧
ま
で
の
対
策
と
経
緯
を
詳
細
に
描
く
。
第
７
章
「
関
東
大
水
害
と
『
横

浜
貿
易
新
報
』
─
災
害
報
道
の
分
析
を
中
心
に
」（
吉
田
）、
第
８
章
「
地

域
に
お
け
る
関
東
大
水
害
の
記
憶
─
茨
城
県
を
事
例
に
」（
宮
間
純
一
）は
、

前
者
は
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
・
論
調
分
析
、
後
者
は
記
憶
の
形
成
を
主
題
と

し
て
い
る
が
、
と
も
に
地
方
新
聞
（
神
奈
川
県
お
よ
び
茨
城
県
）
を
も
分

析
対
象
と
す
る
。
災
害
に
関
す
る
報
道
・
記
録
化
と
記
憶
創
出
の
過
程
と

い
う
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
読
み
、災
害
史
の
可
能
性
・
奥
行
き
、
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そ
し
て
難
し
さ
（
複
雑
さ
）
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

第
三
部
「
災
害
史
研
究
の
広
が
り
」
で
は
、
地
域
論
と
は
異
な
る
視
点

か
ら
災
害
史
研
究
の
可
能
性
を
見
る
。
第
９
章
「
罹
災
者
救
助
思
想
の
変

容
─
戦
前
日
本
の
官
製
国
民
運
動
に
み
る
災
害
と
自
治
」（
伊
藤
陽
平
）

で
の
、
関
東
大
水
害
が
地
域
共
同
性
に
依
拠
し
た
災
害
対
応
の
限
界
が
露

呈
し
た
と
の
指
摘
は
、
第
３
、４
章
の
論
点
に
重
な
る
。
第
10
章
「
近
代

日
本
の
「
災
害
外
交
」
の
展
開
─
二
〇
世
紀
初
頭
を
中
心
に
」（
土
田
）

で
は
、
災
害
外
交
の
成
立
を
跡
付
け
る
。
評
者
も
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
特
集
展
示
「
台
湾
と
日
本
─
震
災
史
と
と
も
に
た
ど
る
近
現
代
」

（
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
日
本
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た

一
九
三
五
年
台
湾
震
災
時
に
お
け
る
天
皇
・
各
国
首
脳
間
の
元
首
外
交（
見

舞
い
と
答
礼
）
に
注
目
し
た
経
験
が
あ
る
。
ま
た
「
満
洲
国
」
に
お
け
る

台
湾
震
災
義
援
金
へ
の
注
目
も
、
災
害
史
を
帝
国
論
に
接
合
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。「
御
下
賜
金
」
の
政
治
性
と
併
せ
て
、
災
害
と
外
交
・
政
治
史

と
の
接
合
は
、
災
害
の
公
的
記
憶
形
成
と
も
関
わ
り
、
今
後
の
大
き
な
課

題
だ
ろ
う
。
第
11
章
「
災
害
に
関
す
る
共
時
的
研
究
─
「
災
害
エ
ス
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
」
と
歴
史
」（
濱
千
代
早
由
美
）
は
、
今
後
の
災
害
史
の
学
際

的
共
同
の
可
能
性
、
そ
の
意
義
を
示
す
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
災
害
の
地
域
的
特
性
の
提
示
と
多
様

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
関
東
全
域
の
大
水
害
に
関
す
る
全
体

像
・
問
題
群
を
示
す
集
団
作
業
を
行
っ
た
。
上
述
の
台
湾
震
災
の
展
示
設

計
の
際
、
評
者
は
、
被
害
実
態
、
多
様
な
救
援
、
報
道
、
情
報
の
流
れ
と

速
度
、
義
援
金
（
世
論
を
含
む
）、
治
安
警
備
、
復
興
、
記
憶
と
慰
霊
、

皇
室
の
関
与
、
外
交
、
観
測
体
制
や
学
知
（
こ
の
場
合
は
地
震
学
や
耐
震

科
学
）
な
ど
の
観
点
を
意
識
し
て
、
展
示
を
構
想
、
資
料
を
収
集
し
た
。

研
究
論
文
集
と
し
て
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
諸
分
野
に
目
配
り
す
る
の

は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、こ
の
集
団
研
究
は
災
害
史
研
究
の
可
能
性
・

視
界
を
示
す
実
験
的
試
論
を
世
に
問
う
た
の
だ
と
思
う
。

　

注
文
を
付
す
と
す
れ
ば
、
第
一
に
、
議
会
の
な
い
植
民
地
台
湾
で
は
課

題
と
し
な
か
っ
た
政
治
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。本
書
の
各
論
文
か
ら
も
、

行
政
（
市
制
・
町
村
制
の
一
定
の
定
着
）
の
役
割
と
と
も
に
、
地
方
議
会

や
上
昇
期
に
入
り
始
め
た
政
党
の
役
割
を
断
片
的
に
看
取
で
き
る
が
、
罹

災
者
対
策
や
復
興
・
治
水
対
策
は
、
地
域
政
治
の
合
従
連
衡
・
対
抗
を
噴

き
出
さ
せ
る
。
序
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
治
水
を
め
ぐ
る
政
治
史
的
先
行

業
績
（
山
崎
有
恒
「
明
治
末
期
の
治
水
問
題
」　

櫻
井
良
樹
編
『
首
都
研

史
叢
書
１　

地
域
政
治
と
近
代
日
本
』）
を
本
災
害
時
対
応
に
即
し
て
具

体
的
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
第
二
は
、
水
害
と
い
う
災
害

の
特
性
を
ど
う
押
さ
え
る
か
で
あ
る
。
防
災
対
策
の
性
格
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
の
治
安
警
備
の
質
も
異
な
る
だ
ろ
う
。
第
三
は
、
や
や
大
き
な
問
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題
で
あ
る
が
、
こ
の
関
東
大
水
害
が
起
こ
っ
た
日
露
戦
後
と
い
う
時
代
を

念
頭
に
お
く
と
、
戦
時
経
験
と
災
害
体
験
が
ど
う
関
連
す
る
か
と
い
う
課

題
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
戦
時
を
通
じ
た
行
政
の
組
織
化
の

到
達
段
階
、
戦
時
に
動
員
さ
れ
た
医
療
団
体
・
宗
教
団
体
・
新
聞
社
の
活

動
水
準
、
戦
時
的
一
体
感
を
く
ぐ
っ
た
民
衆
意
識
（
国
民
意
識
・
市
民
意

識
）
と
義
援
金
・
寄
付
金
へ
の
対
応
、
戦
時
の
団
体
的
規
律
訓
練
と
災
害

時
の
規
律
化
、
あ
る
い
は
戦
時
（
銃
後
・
凱
旋
・
戒
厳
）
を
経
た
と
こ
ろ

で
の
軍
隊
観
、
な
ど
で
あ
る
。
戦
時
と
い
う
長
期
非
常
時
体
験
が
、
直
近

の
自
然
災
害
時
の
対
応
・
行
動
様
式
に
何
を
刻
印
し
た
の
か
、
軍
事
社
会

史
的
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
Ａ
５
判
、
三
二
〇
頁
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
二
三
年
二
月
発
行
、

定
価
五
七
〇
〇
円
＋
税
）


